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                                  中部経済同友会 
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    委員長  柴 田 喜 充 

    副委員長 有 元 威 彦 
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企業の防災力向上委員会 主催講演会のご案内 

日頃は当委員会の活動にご支援を賜り、誠にありがとうございます。 

当委員会は、企業および地域経済活動に甚大な影響を与える自然災害等のリスクに対し、「企業・地域

の防災意識の向上に資する啓発活動の機会は不断でなければならない」との認識のもと、時宜にかなった

テーマにて活動を行っております。 

近年、巨大地震への懸念が一層高まる中、今年 3 月末に 10 年ぶりに、内閣府が被害想定を見直すなど

直近で大きな動きがあったこと、当地区では最も発生確率が高く、広域被災が予想され影響が大きいこと

などから、今年度は「南海トラフ巨大地震」をテーマとした啓発活動を行っております。 

9 月末には第 1回目の講演として、名古屋大学減災連携研究センターの鷺谷教授に、内閣府の被害想定

の考え方や今回の見直しの内容、被害想定結果を踏まえて国が提言する防災・減災対策を解説いただき、

南海トラフ地震への理解を深めるとともに、企業として講ずべき具体策について考え、実践に結びつける

機会をご提供いたしました。 

2 回目としては、南海トラフ地震が起こった際に、企業活動を継続していくための具体的な対策・行動

や、防災に向けて人（従業員等）を「本気」にさせるために、どのような取り組みが効果的なのか、減災

リスクコミュニケーションの観点からご示唆をいただき、企業の防災対策を更に高める機会としたく存じ

ます。ぜひ多数の皆様にご出席賜りたくご案内申し上げます。 

                     記 

１． 日 時 ： 1 2 月 1 日 （ 月 ） 12：00～14：20 

(12：00～12：30 昼食 / 12：30～14：00 講演 / 14：00～14：20 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾀｲﾑ) 

※コミュニケーションタイムとは講演内容の理解を深めるため、講師と講演出席者が双方向 

    で情報交換を行う時間となります。 

２． 会 場 ： 名古屋東急ホテル 3階 ルネッサンス （TEL：052-251-2411） 

３． 講 師 ： 兵庫県立大学大学院 減災復興政策研究科 教授 阪本 真由美（さかもと まゆみ） 氏 

（ご略歴） 専門は減災リスクコミュニケーション、防災教育、災害情報、国際協力。 

京都大学大学院情報学研究科博士後期課程。博士（情報学）。 

人と防災未来センター主任研究員、名古屋大学減災連携研究センター特任准教 

授を経て、2017 年 4月より兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科にて勤務。 

中央防災会議委員、令和 6年防災功労者防災担当大臣表彰受賞。 

４．演 題 ： 「南海トラフ巨大地震に備える」（仮） 

５．会 費 ： 5,000 円（昼食代。当日、受付にて頂戴いたします） 

６．申込方法  ： ・11月 25 日（火）までに会員専用ページよりご登録をお願いいたします。 

 ・キャンセル期日：11月 27 日（木）17時（期日以降は会費を申し受けます） 

７．備 考 ： ・後日の録画配信は行いませんのでご承知おきください。 

８．問合せ先 ： 中部経済同友会事務局 下村・洲崎 TEL：052-221-8901 
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